
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 ふつう こたえ 名前

実験のくふう・対照実験・仮説 月 日

1 1つだけ変えた実験を選ぶ 基本

次の問いに答えなさい。

(1) 実験 のり 場所 しつ度

① あり 室内 低い

② なし 室内 低い

③ なし 屋外 低い

④ なし 室内 高い

実験①と実験③で、ちがう条件は、ど

れですか。

ア シャボン液のせんたくのり　イ ふく場所　

ウ 部屋のしつ度　エ 2つ以上

答え エ

(2) 実験 水の量 はち色 温度

① 少ない 黒 15℃

② 少ない 白 25℃

③ 多い 白 15℃

④ 少ない 白 15℃

「水の量」が結果に関係するかを調べ

るには、どの2つの実験を比べます

か。

答え ③ と ④

2 結果から言えること・言えないこと 標準

次の表を見て、問いに答えなさい。(表の数は、この問題のための実験の結果です。)

(1) 氷のとけ方の実験です。

実験 氷の大きさ 部屋の温度 氷をのせる台 氷がとけきるまでの時間(分)

① 大きい 30℃ アルミ 35

② 大きい 20℃ アルミ 40

③ 小さい 20℃ アルミ 25

④ 大きい 20℃ 木 50

この結果からはっきり言えるものを、ア〜エからすべて選び、記号で答えなさい。

ア　氷の大きさを「大きい」から「小さい」にすると、氷がとけきるまでの時間は長くなる。

イ　氷をのせる台を「アルミ」から「木」にすると、氷がとけきるまでの時間は短くなる。

ウ　実験②と実験③の結果がちがうのは、氷の大きさがちがうからである。

エ　氷にまぜる食用色素は、氷がとけきるまでの時間に関係しないと言える。

答え ウ

できた / 3問
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